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１章 本調査研究事業について 

１．調査事業の目的 

平成 29 年度から、生活文化及び国民娯楽（以下「生活文化等」という）に関する調査事業を実施

し、各分野の実態把握等を行ってきた。これに基づき、令和３年度は煎茶道、香道、和装、礼法、盆

栽、錦鯉の各分野について文献調査による横断的な把握を行った。 

本事業では、令和３年度に調査を実施した６分野について、インターネットを活用したウェブア

ンケート調査による国民の意識調査を実施することで、国民の生活文化に対する興味や関心などの

実情について把握し、今後の生活文化等に関する政策立案の基礎資料の作成を行った。また、令和

３年度に実施した文献調査について、歴史的変遷等に関する内容の補強を目的として追加の調査を

実施した。 

２．調査事業の概要 

令和３年度及び令和４年度の調査の実施概要は下記のとおりである。 

（１）文献調査 

令和３年度調査において、煎茶道、香道、和装、礼法、盆栽、錦鯉について、各分野の歴史的変遷

や無形の文化的所産等の把握を目的とした文献調査を実施した。令和４年度は、昨年度の調査結果

の補強を行うための追加の文献調査を実施した。 

 

（２）国民意識調査 

生活文化に係る各分野に関する国民の興味や関心などの実情の把握を目的とした、ウェブアンケ

ート調査を実施した。 

調査に当たっては、２万サンプルを対象とし、令和２年の国勢調査に基づく都道府県性年齢人口

の割合にあわせて割付して、アンケート調査会社が保有するウェブ・パネルから回収した。 

 

なお、上記の調査内容の検討、調査の実施及び調査結果の分析やまとめを行うにあたっては、有

識者会議を開催し、設問など調査内容等について助言や進捗確認を行うと共に、会議での検討を踏

まえた上で調査結果を報告書として取りまとめた。 

 

  


